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Title 

The association between constipation and subsequent risk of atopic dermatitis in children: the Japan 

Environment and Children’s Study 
（小児における便秘とその後のアトピー性皮膚炎発症リスクとの関連：エコチル研究） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

アトピー性皮膚炎の子どもの腸内細菌叢にはその多様性が失われたディスバイオーシスという状態になっていると報

告されており、ディスバイオーシスは便秘にも関連している。乳幼児で便秘とアトピー性皮膚炎との関連を調べた研

究はこれまで存在しない。本研究は、乳幼児において便秘とアトピー性皮膚炎との関連を調べることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

エコチル調査参加者104,062人のデータを用いた。1歳時の排便頻度を曝露要因とし、1週間に2回以下の排便回数を便

秘と定義した。国際標準の質問票への回答と、医師によるアトピー性皮膚炎診断のいずれか、もしくは双方を満たし

た場合をアトピー性皮膚炎と定義した。1.5歳から3歳までのアトピー性皮膚炎の累積発症数をアウトカムとした。1歳

時の便秘と3歳までのアトピー性皮膚炎累積発症リスクとの関連について多変量ロジスティック回帰分析を用いて検

討した。 

62,777人の解析対象者の中で1.5歳から3歳までにアトピー性皮膚炎を発症したのは 14,188人(22.6%)だった。1歳時点

で便秘であった児は、ほぼ毎日排便する児に比べて、3歳までにアトピー性皮膚炎を発症するオッズ比は1.18 (95%信

頼区間: 1.01–1.38)であった。同様の関連は統計学的に有意ではなかったものの2歳まで、及び1.5歳までの発症にお

いても認められた。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

1歳時の便秘は、3歳までのアトピー性皮膚炎発症リスクの上昇と関連していた。アトピー性皮膚炎は3歳以降にも発症

する可能性があるため、3歳以降での関連についても今後調べる必要があると考えられる。 

 




